
特散でマシン油を50倍散布した場合は省略できる。（展着剤加用）
4月

発芽前

（特別散布）
ナシマルカイガラムシ㊕

300ℓ

前　日 100g×1袋

２.ストライド顆粒水和剤 1,500倍 前　日 333g×2袋９月

⑬
9月15日頃 すす班病・すす点病

１.展着剤

500ℓ ３.デリゲートWDG 10,000倍

２.オーソサイド水和剤 800倍 前　日 1.25kg×1袋

３.イカズチＷＤＧ 1,500倍 前　日 333g×2袋
８月末

斑点落葉病

黒星病

すす斑・すす点病

炭そ病、褐斑病、輪紋病

ハダニ類

モモシンクイガ

ナシヒメシンクイ

ギンモンハモグリガ

１.展着剤

500ℓ ４.（カルシウム剤）

４.アリエッティＣ水和剤 800倍 前　日

８月

⑪
８月半ば

斑点落葉病

黒星病

すす斑・すす点病

炭そ病、褐斑病、輪紋病

ハダニ類

モモシンクイガ

ナシヒメシンクイ

ギンモンハモグリガ

１.展着剤

1.25kg×1袋

500ℓ ５.（カルシウム剤）

２.オリオン水和剤 1,000倍 前　日 500g×2袋

３.コロマイト乳剤 1,000倍 前　日 500㎖×2本

⑫

前　日 250g×1本

４.（カルシウム剤）

２.ダイパワー水和剤 1,000倍 前　日 500g×2袋

500ℓ

⑩
７月末

斑点落葉病

褐斑病、黒星病

すす斑・すす点病

炭そ病・輪紋病

キンモンホソガ

ハダニ類

モモシンクイガ

ナシヒメシンクイ

クワコナカイガラムシ

ギンモンハモグリガ

１.展着剤

３.ダントツ水溶剤 4,000倍

500ℓ

斑点落葉病

褐斑病

黒星病

すす斑・すす点病

炭そ病・輪紋病

ハダニ類

モモシンクイガ

リンゴコカクモンハマキ

ナシヒメシンクイ

ギンモンハモグリガ

１.展着剤

　 又はサムコルフロアブル 5,000倍

３.オンリーワンフロアブル

前　日 200㎖×1本

1,000倍 14日前 500g×2袋

2,000倍 7日前 250㎖×2本

     又はキノンドー顆粒水和剤(60) 

1,000倍 14日前 500g×2袋

３.アーデントフロアブル 2,000倍 前　日 250㎖×2本

４.フェニックスフロアブル 4,000倍 前　日 250㎖×1本

２.オキシンドー水和剤(80) 1,200倍 14日前 835g×1袋

500ℓ

７月

⑧
７月初め

斑点落葉病

黒星病

すす斑・すす点病

炭そ病、褐斑病、輪紋病

ハダニ類

モモシンクイガ

キンモンホソガ

ナシヒメシンクイ

ギンモンハモグリガ

１.展着剤

　 又はキノンドー顆粒水和剤(60)

500ℓ

⑨
７月半ば

６月

２.オキシンドー水和剤(80) 1,200倍 14日前 835g×1袋

3kg×1袋

     又はバイカルティ 1,000倍 1kg×1袋

前　日 250g×1袋

４.ダニオーテフロアブル 2,000倍 前日 250㎖×2本

500ℓ

⑦
ふじの落花

４０日後頃

(６月下旬)

斑点落葉病

黒星病

すす斑・すす点病

黒点病

炭そ病、褐斑病、輪紋病

モモシンクイガ

ナシヒメシンクイ

ハダニ類

アブラムシ類

ギンモンハモグリガ

１.展着剤

３.モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍

５.クレミクス 333倍

30日前 1㎏×2袋

３.ダイアジノン水和剤 1,000倍 30日前 500g×2袋

２.パスポート顆粒水和剤 1,000倍 45日前 500g×2袋

1kg×1袋
500ℓ

⑥ ふじの落花

３０日後頃

(６月中旬)

斑点落葉病

腐らん病

黒星病

すす斑・すす点病

黒点病

炭そ病、褐斑病、輪紋病

モモシンクイガ

ナシヒメシンクイ

ハダニ類

アブラムシ類

１.展着剤

２.ラビライト水和剤

⑤
ふじの落花

２０日後頃

(６月上旬)

斑点落葉病

黒星病

うどんこ病

黒点病

腐らん病

すす斑・すす点病

ナシヒメシンクイ

アブラムシ類

ギンモンハモグリガ

     又はバイカルティ 1,000倍

４.クレミクス 333倍 3kg×1袋

     又はバイカルティ 1,000倍 1kg×1袋

500倍

14日前 1㎏×1袋

４.クレミクス 333倍 3kg×1袋

２.デランフロアブル 1,500倍 60日前 333㎖×2本

１.展着剤

３.サイアノックス水和剤 1,000倍

1㎏×1袋

５.クレミクス 333倍 3kg×1袋

　 又はバイカルティ 1,000倍 1kg×1袋

２.ユニックス顆粒水和剤 2,000倍 14日前 500g×1袋

３.チオノックフロアブル 500倍 30日前 2ℓ×1本④
ふじの落花

１０日後頃

(５月下旬)

斑点落葉病

黒星病

うどんこ病

黒点病

腐らん病

すす斑・すす点病

ナシヒメシンクイ

ギンモンハモグリガ

ハダニ類

１.展着剤

４.エルサン水和剤 1,000倍 45日前

420ℓ

4,000倍 7日前 250㎖×1本

　 又はロムダンフロアブル

10aあたり100本（２袋）

４.アタブロンSC 4,000倍 7日前 250㎖×1本

　 又はロムダンフロアブル 3,000倍 前　日 335㎖×1本

4,000倍 前　日 125㎖×2本

3,000倍 前　日 335㎖×1本

５月

ふじの

開花直前

(５月上旬)

黒星病

腐らん病

うどんこ病

モニリア病

ミダレカクモンハマキ

１.展着剤

600倍 30日前 1.67kg×1袋

350ℓ

　又はカナメフロアブル 4,000倍 前　日 250㎖×1本

２.ロンセラーフロアブル 3,000倍 前　日 333㎖×1本

③
ふじの

落花直後

(５月中旬)

３.アタブロンSC

３.ジマンダイセン水和剤

㊕ ５月中旬

モモシンクイガ

ナシヒメシンクイ

リンゴコカクモンハマキ

ミダレカクモンハマキ

リンゴモンハマキ

コンフューザーRの設置

２.ミギワ20フロアブル

②

320ℓ

黒星病

腐らん病

うどんこ病

黒点病

斑点落葉病

ミダレカクモンハマキ

リンゴコカクモンハマキ

リンゴハダニ

１.展着剤

２.バリアード顆粒水和剤

１.マシン油乳剤 50倍 発芽前 20ℓ(1缶)

300ℓ

① ふじの展葉

１週間後

モニリア病、腐らん病

黒星病

リンゴハダニ

リンゴクビレアブラムシ

クワコナカイガラムシ

キンモンホソガ

ギンモンハモグリガ

4,000倍 前　日 250g×1袋

３.べフラン液剤 1,000倍 展葉期 500㎖×2本

１.マシン油乳剤 200倍 展葉期 5ℓ(1/4缶)

令和７年 りんご病害虫防除暦　　
月

回数

散布量
散布時期 対象病害虫 基準薬剤 倍　数

収穫前

日数

1,000ℓ

当たり薬量
病害虫防除の注意事項

ＪAごしょつがる
ＪAごしょつがるりんご共防連

■ナシマルカイガラムシ対策

■クワコナカイガラムシ対策

■黒星病対策

★コンフューザーＲの設置

■アブラムシ類対策

■褐斑病対策

■炭そ・輪紋病対策

■すす点・すす斑病対策

□カルシウム剤

　袋掛けは殺菌剤散布後５日以内を目安に袋掛けを行い、５日以上あく場
合はチオノック等で実洗いを行う。

　感染期間が長く、降雨によって感染が拡大するため、長雨が予想される
場合は散布予定日を前倒すなど降雨前散布を徹底する。
　発生が前年に多かった園地では、7月半ば又は7月末のいずれかにオン
リーワンを使用する。

■ハダニ類対策

薬剤名

剤　名 倍数

コンフューザーＲを10aあたり100本設置する。

　ハマキムシ類やシンクイムシ類などの対策としてコンフューザーＲを設置
し、地域ぐるみで発生密度の低下を図る。

１．リンゴクビレアブラムシの発生が多い園地では、展葉1週間後頃にバリ
アードを使用する。
２．夏季にアブラムシ類の発生が多い園地では、ウララ、キラップ、トランス
フォーム、コルトのいずれかを使用する。

■有袋果のすす病対策

■シンクイムシ類対策

１．モモシンクイガ対策として６月中旬から毎回防除剤を使用する。
２．ナシヒメシンクイが多い園地では、落花10日後頃、落花20日後頃及び９
月以降も防除剤を使用する。

バロックＦＬ × 〇 〇 ×14日2,000

〇 〇

エコマイト顆粒水和剤

　発生が多い園地では、発芽前にマシン油50倍を散布する。その場合、リ
ンゴハダニ越冬卵を対象とした展葉１週間後頃のマシン油200倍の散布は
必要ない。
　また、発生が多い樹は「落花30～40日後頃」にコルト顆粒水和剤3,000倍
で胴木洗いを行う。

① 粗皮削り、バンド巻きなど耕種的防除に努める。

② 発生の多い園地では、展葉１週間後頃にアプロードも使用する。多い園
地では7月下旬と8月上旬に防除剤による胴木洗いを行う。

１．展葉1週間後頃から落花20日後頃までは薬剤散布間隔を守り、降雨前
散布を徹底する。
２．開花直前と落花直後は最も重要な時期なのでできるだけ間隔をあけな
い。開花期間が長引いた時は、満開を過ぎたら花が残っていても散布す
る。

訪花昆虫保護のため、開花直前及び落花直後はＩＧＲ剤及びＢＴ剤以外の
殺虫剤を使用しない。

ナミ
ハダニ

リンゴ
ハダニ

卵 成虫収穫前日数倍数

□ラビライトを使用する場合

ラビライト水和剤及びトップジンＭ水和剤を使用する場合はベンレート水和
剤を使用しない。ベンレートを使用する場合はラビライト及びトップジンMを使
用しない。

× 〇 〇 ×

前日

前日

2,000

2,000

ダニオーテＦＬ 〇 〇

〇 〇

カネマイトＦＬ 〇 × 〇 〇

前日

7日

1,000

1,000

マイトコーネＦＬ 〇 ×

〇 〇

アカリタッチ乳剤 〇 〇 × 〇

スターマイトＦＬ × 〇前日2,000

コロマイト乳剤 〇

前日

前日

3日

前日

　降雨により感染が拡大するため、長雨や豪雨が予想される場合は、散布
予定日を前倒すなど、降雨前散布を徹底する。

　発生が心配される園地では、ストライドまたはオーソサイドを9月15日頃に
散布する。ただし、８月末の散布から15日以上あかないように注意する。

・アカリタッチは展着剤不要。

〇 〇 〇

〇 〇

オマイト水和剤 〇 〇 〇 〇

ダニコングＦＬ × 〇 〇 〇

ピラニカ水和剤 × 〇14日2,000

・ダニオーテは銅剤と混用、銅剤使用後は使用しない。また、散布後に銅
剤を使用する場合は、10日以上間隔を開ける。

・スターマイト、ダニコングは合わせて年１回の使用とする。

2,000

1,000

750

2,000

・コロマイトは６月末、オマイトは７月末まで使用を避ける。

　ビターピットの発生防止と、品
質向上のため、カルシウム剤を
積極的に散布する。

1000ℓ当たり薬量

1.3kg（１袋）

2.6kg（２袋）

1kg（１袋）

3kg（３袋）

カルマッチ
770

385

ストピットⅡ 500 2kg（１袋）

セルバイン
800

400

1.25kg（１袋）

2.5kg（２袋）

スイカル
1,000

333


